
―　���　―

　
04 年  3 月 31 日 水曜日

２　擦文文化の土坑墓UP－1について
　Ⅲ層中から擦文文化期の土坑墓���－��が検出された����～���。今回の調査で確認された土坑墓

は��－�の�基のみである。副葬品と考えられる遺物は覆土上面から、擦文土器の甕が�個、坏が�個、

鉄製品では鍬先�本、刀子�本、鞘尻金具�個、鞘金具�個、棒状鉄製品�本、針�本、円盤状鉄製品�個が

出土した。覆土内及び壙底からは伴う遺物は出土していない。人骨は検出されていないが、土坑の規

模、形態から判断して伸展葬と推定できる。時期は、伴出した擦文土器と覆土中の�－��の存在�第

Ⅶ章第�節�から、擦文文化中期に相当し、��世紀中葉～後葉と推定される。炭素年代測定では、遺物

の直下で検出された炭化物からは����±������、土器の直下から出土した炭化物からは����±������

という結果がでている。この数値は遺物・火山灰の年代観とは差異がある。

　ここでは��－�の時期に比較的近い、擦文文化中期��世紀後半～��世紀前半頃�～後期���世紀後半

～��世紀前後�の土坑墓と比較してみる。擦文文化期の墓の集成は鈴木　信「北大式以降の墓制につい

て」『海峡と北の考古学シンポジウム・テーマ�・�資料集Ⅱ』������を基にし、知見の資料を加えた。屋

内墓については人骨などの痕跡が確認できるものを対象とした。

（1）擦文文化中期

　道央の千歳市と道南の森町とでみつかっている。森町御幸町遺跡では�基検出され、千歳市の遺跡で

は一遺跡内で�～�基検出されている。人骨が検出された例は�例ある。末広遺跡��－�����の人骨は比

較的遺存状況は良く、成年男性と推定されている。ウサクマイ遺跡�地区で��－����では歯のみ検出

され、屈葬の可能性がある。また、美々�遺跡��－�上の墓���では遺体層が検出されている。同��－

����でも壙底から遺体層の可能性がある土層が検出されている。頭位がわかるものは�例のみで、南と

南西がある。土坑の長軸方向については集中する方角はない。平面形は長方形、隅丸長方形、長楕円

形、楕円形がある。美々�遺跡��－�上の墓は住居跡のくぼみを利用している。千歳市末広遺跡��－��

は竪穴の中に土坑が構築されている。

　遺物は覆土上面、覆土中、坑底のいずれも認められ、埋土上面出土のものが比較的多い。坑底から

遺物が出土したものとしては、千歳市美々�遺跡��－����がある。埋土中から出土した例としては千

歳市メボシ川�遺跡��－�����、同ウサクマイ遺跡�地点第��号擦文式墓���がある。埋土上面から出土

した例としては今回のチプニー�遺跡��－�����がある。また、末広遺跡��－��も竪穴内の土坑の埋

土上面からのみ遺物が出土している。埋土中～坑底にかけて出土した例は、森町御幸町遺跡��������

があり、坑底直上から須恵器甕が出土している。同ピット����では埋土上面から坑底にかけて土器、

礫などが出土している。

　遺物の種類は土器では甕、土師器糸切坏が多く、完形または完形に近い状態で出土している。鉄製

品が出土するのは�遺跡だけで、その中では刀子が目立つ。また御幸町����からは土製垂飾が出土して

いる。礫はウサクマイ遺跡�地区��－����、御幸町ピット�からやや大形の礫がまとまって出土し、配

石が推測できる。また、美々�遺跡��－�上の墓���の坑底からはベンガラが検出されている。

（2）擦文文化後期

　道東及び道南でみつかっており、特に道東の検出例が多い。一遺跡の検出数は、常呂川河口遺跡で

�基、札前第一地点で��基など、ややまとまって検出されるものが多い。

　人骨が確認された墓は�遺跡で８例ある。人骨が遺存した墓の多くのものが伸展葬と考えられるが、

下田ノ沢遺跡第三トレンチ出土墓壙����は側臥屈葬で、伊茶仁カリカリウス遺跡�号土壙墓����例も屈

葬と推定されている。人骨の遺存状況が比較的良いものとして、釧路市材木町�遺跡第��号住居跡内墳

墓����、上ノ国町笹浪屋敷跡遺跡土壙������がある。材木町�遺跡例は左側臥伸展葬で、成年～熟年女
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表１６　擦文文化中～後期の墓一覧

図Ⅷ－３　遺跡位置図

図Ⅷ－３　土坑墓の長軸方向（○は頭位の方向）
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２　擦文文化の土抗墓ＵＰ－１について

図Ⅷ－４　擦文文化期中～後期の土坑墓
（土坑平面図はＳ＝１／８０、復元土器はＳ＝１／１６、拓本土器はＳ＝１／１２、鉄製品は任意の大きさである。）
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性、笹浪屋敷跡遺跡例は男性と推定されている。標津町伊茶仁カリカリウス遺跡�号土壙墓����では頭

骨、背骨、骨盤部の痕跡が、同伊茶仁遺跡�地点第�号住居内墳墓����では頭骨と歯のみ確認された。

奥尻町青苗遺跡山本台地墳墓は頭骨と下肢骨の一部が遺存していた。栗山町円山遺跡����出土の人骨

は墓出土の人骨として唯一被熱が報告されている。頭位が明らかなものは�例あり、方向は東が多く、

南西も認められる。土坑の長軸方向については集中する方角はない。

　平面形は長方形、隅丸長方形、方形、長楕円形、楕円形、不整楕円形がある。また、円山遺跡、青

苗遺跡山本台地墳墓には掘り込みがない。住居内に構築された例として伊茶仁遺跡�地点第�号住居内

墳墓、材木町�遺跡第��号墓壙がある。付属施設は伊茶仁カリカリウス遺跡�・�号土壙墓���・���と、札

前遺跡第一地点�・������・���から小型のピットが検出されている。伊茶仁カリカリウス遺跡例は土坑

の四隅に柱穴状のピットが検出されている。

　遺物は覆土上面、覆土中、坑底のいずれも認められ、埋土中～坑底出土のものが比較的多い。坑底

から明らかに副葬品が出土した例は、道東の常呂川河口遺跡ピット������、下田ノ沢遺跡第三トレン

チ墓壙����、根室市トーサムポロ遺跡��地点�・�号墓、伊茶仁遺跡�地点第�号住居内墳墓がある。ま

た、円山遺跡、青苗遺跡では人骨のそばから遺物が出土している。埋土中から副葬品が出土した例と

しては常呂川河口遺跡ピット��・������・���、同栄浦第一遺跡ピット������がある。埋土上面から副葬

品と考えられる遺物が出土する例は少ないが、札前遺跡第一地点のピットの埋土上面～埋土中にかけ

て、大形の礫がまとまって出土している。

　遺物の種類は土器では甕、高坏、装飾品として銅製、錫製の環、他に礫が多い。他に円山遺跡から

はキテと思われる骨角器の小片が出土し、青苗遺跡山本台地墳墓からは刀、硬玉製勾玉、水晶製、ガ

ラス製の玉類が出土している。完形の土器は少量で、鉄製品の出土はほとんどみられない。

　キウス�遺跡�－�地区��－�������は、土坑の形態、遺物の出土状況から中～後期の可能性がある。

（3）小結

　以上概観したが、これらは鈴木　信の論考とほぼ一致する。擦文文化期の土坑墓は前期の検出例は

比較的に多いが、中期～後期の検出例は少ない。とりわけ中期の土坑墓は検出例が少なく、後期はや

や多くなる。分布は、中期が道央に多く、後期は道東、道南に多い。�遺跡内の検出数は、中期はわず

かで、後期は比較的多い。全体的に人骨や遺体層の検出されるものは少ないが、頭位は中期では南、

南西方向、後期では東、南西方向に認められる。中期は一遺跡内の土坑墓においても形態、副葬品な

どに個々の違いがみられ、後期は一遺跡内の土坑の形態や副葬品の出土位置などにやや共通性がみら

れる。平面形は擦文文化中～後期を通じて長方形、隅丸長方形、長楕円形、楕円形のものがある。人

骨の遺存状況から中～後期を通じて屈葬、伸展葬のどちらも存在するが、平面形をもとに推測すると

伸展葬の方が多いと推定される。

　遺物の出土位置は中期では埋土上面～埋土中が多く、後期では埋土中～坑底にかけてが多い。遺物

の種類をみると、土器は甕が中～後期を通じて出土し、中期は坏、後期は高坏が多い。中期は刀子が

多く、後期は青苗遺跡山本台地墳墓で刀が出土しているが、鉄製品は全体的に少ない。装飾品は中期

では土製垂飾のみで、後期は玉類や銅製、錫製の環など種類、量共にやや多くなる。礫は配石と考え

られるものとして、中期では御幸町遺跡����、ウサクマイ�遺跡��－�、後期では札前遺跡第一地点の

ピット群と下田ノ沢遺跡第三トレンチ墓壙がある。

　チプニー�遺跡の��－�は、規模、形態、遺物の出土状況などは中～後期の他の検出例に類例を求

めることができる。特徴としては、中期～後期の土坑墓を通じてみても副葬品が多く、鉄製品がまと

まって出土した点が挙げられ、中でも�字形の鍬先の出土は大きな特徴といえる。� （広田）
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